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はじめに 

 

本マニュアルは MinoRoboに搭載している全アクションについて、シナリオ画面のアクション選択パネル単位のカテゴリでアクション毎に動作説明とパラ

メータの説明を記載しております。 

また、「Curl」パネルは ProActiveソリューション（別ソリューション）がインストールされていない場合は表示されません。「SAP GUI」パネルも「SAP 

GUIスクリプト」が有効でない場合は表示されません。 

記載内容については下記を参考にしてください。 

 

 

【記載内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① シナリオ画面のアクション選択パネル単位を記述しています。 

② シナリオ画面のアクション選択パネル配下のカテゴリを記述しています。 

③ アクション名またはアクションのパラメータ名を記述しております。白い背景はアクションを記述しております。 

④ グレーまたは薄いグレーの背景はアクションのパラメータを示しております。 

⑤ 入力が必須なパラメータは赤文字で記述しております。 

⑥ アクションまたはパラメータの説明を記述しております。 

⑦ ファイルのドラッグ＆ドロップ動作を茶文字で記述しております。 

 

  

「Access」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

アプリケーション Access ファイルを開く Access ファイルを開きます。 

Access ファイル名 起動する Access のファイル名を指定します。 

拡張子が accdb、mdb のファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

 

④  

⑥  

②  

⑤  

①  

③  

⑦  
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「Excel」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

アプリケーション Excel 起動 Excel アプリケーションを起動します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 終了 Excel アプリケーションを終了します。 

※ブックが開いていた場合はブックを保存せずに終了します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel マクロ実行 Excel アプリケーションのマクロを実行します。 

※マクロ実行の終了は待ちません。 

Excel マクロ名 Excel アプリケーションで実行するマクロ名を指定します。 例） マクロブック.xlsm!Macro1 

xls、xlsm、xltx、xltm、xlam ファイルをファイル名のみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ブック Excel ブックを開く Excel ブックファイル名に指定されたブックを開きます。 

Excel ブックファイル名 Excel アプリケーションのブックファイル名を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

読取パスワード Excel アプリケーションの読取パスワードを指定します。※入力文字は’*’で表示を隠します。 

書込パスワード Excel アプリケーションの書込パスワードを指定します。※入力文字は’*’で表示を隠します。 

読取専用で開く チェックボックス形式でチェックされている場合、読取専用でブックを開きます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel ブックを選択 ブック名に指定されたブックをアクティブにします。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。 

ドラッグされたファイルはファイル名のみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel ブックを保存 Excel ブックを保存します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel ブックを閉じる Excel ブックを閉じます。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ブック Excel ブックのシート数取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にブック内のシート数を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Excel」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

ブック Excel ブックを新規作成 Excel ブックを新規作成します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel ブックに名前を付けて保存 Excel ブックに名前を付けて保存します。 

保存元ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

保存先ブック名 保存するブック名（ファイル名）をフルパスで指定します。 

※対応する拡張子は xlsx、xls、xlsm、xltx、xltm、xlam、csv、txt、xml、pdf となります。 

拡張子が xlsx、xls、xlsm、xltx、xltm、xlam、csv、txt、xml、pdfのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

読取パスワード 読取パスワードを指定します。入力された文字は’*’で表示が隠されます。 

書込パスワード 書込パスワードを指定します。入力された文字は’*’で表示が隠されます。 

既存ファイルがあっても上書きする チェックボックス形式でチェックされている場合、保存先ブック名に指定されたファイルが既に存在している場合に上書きします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

シート Excel シート選択(名称) シート名で指定されたシートを選択します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象のシート名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel シート選択(番号) シート番号で指定されたシートを選択します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート番号 対象のシート番号を指定します。※1 以上の数値となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel シート名前変更 シートの名前を変更します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

対象シート名 変更対象のシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

※シートの指定がない場合はアクティブシートを対象とします。 

変更後シート名 変更後のシート名称を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel アクティブシート名前取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にアクティブなシートの名称を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Excel」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

シート Excel シート複製 シートをブックの末尾に複製します。  

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

複製元シート名 複製する元のシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

複製先シート名 複製されたシート名を指定します。※指定がない場合は Excel 標準での複製されたシート名となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel シート追加 ブック内にシートを追加します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 追加するシート名を指定します。※指定がない場合は Excel 標準での追加されたシート名となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel シート表示非表示取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にシートの表示有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート番号 対象のシート番号を指定します。※1 以上の数値となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

セル Excel セル選択(行,列指定) 行番号、列番号で指定されたセルに移動します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 選択するセルの列番号（数値またはアルファベットの列名）をを指定します。 

行番号 選択するセルの行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 行移動 行番号で指定された行へ移動します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

行番号 選択するセルの行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 列移動 列番号で指定された行へ移動します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 選択するセルの列番号（数値またはアルファベットの列名）をを指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Excel」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

セル Excel 行番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にアクティブセルの行番号を取得します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 列番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にアクティブセルの列番号を取得します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel セル範囲選択 指定された範囲のセルを選択します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

開始列番号 セル範囲左上セルの列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

開始行番号 セル範囲左上セルの行番号を指定します。 

終了列番号 セル範囲右下セルの列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

終了行番号 セル範囲右下セルの行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

値（行、列指定） Excel セル値セット 行番号、列番号で指定されたセルに値をセットします。 

※アプリケーション制御中にシナリオ画面のユーザ定義変数エリアから Excel のセルにドラッグ&ドロップすることで 

 アクションを追加することもできます。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 操作対象の列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

行番号 操作対象の行番号を指定します。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Excel」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

値（行、列指定） Excel セル値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に行番号、列番号で指定されたセルの値を取得します。 

※アプリケーション制御中に Excel のセルからシナリオ画面のユーザ定義変数エリアまたは実行順序エリアに 

 ドラッグ&ドロップすることでアクションを追加することもできます。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 操作対象の列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

行番号 操作対象の行番号を指定します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel セルコピー 行番号、列番号で指定されたセルをコピーします。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 操作対象の列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

行番号 操作対象の行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel セルペースト 行番号、列番号で指定されたセルにコピーされた情報（値、書式などを含む）を貼り付けます。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 操作対象の列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

行番号 操作対象の行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel セル値ペースト 行番号、列番号で指定されたセルにコピーされた情報（値のみ）を貼り付けます。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 操作対象の列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

行番号 操作対象の行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Excel」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

値（行、列指定） Excel セル値文字列取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に行番号、列番号で指定されたセルの表示文字列を取得します。 

ブック名 操作対象となるブックファイル名を指定します。※指定がない場合、アクティブなブックが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをファイル名のみにしてセットします。 

シート名 操作対象となるシート名を指定します。※指定がない場合、アクティブなシートが操作対象となります。 

列番号 操作対象の列番号(数値またはアルファベットの列名)を指定します。 

行番号 操作対象の行番号を指定します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

値（アクティブセル） Excel 値セット アクティブセルに対して値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にアクティブセルの値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel コピー アクティブセルをコピーします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel ペースト アクティブセルの値にコピーした情報（値、書式などを含む）を貼り付けます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 値ペースト アクティブセルの値にコピーした情報（値のみ）を貼り付けます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 文字列取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にアクティブセルの値を文字列形式で取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 選択範囲値得 取得先変数名で指定された変数に選択範囲の値をタブと改行コードで区切られた形式にして取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Excel 範囲値セット セット元変数名で指定された変数の値をタブと改行コードで区切って範囲で貼り付けをします。 

セット元変数名 セットする値としてユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Access」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

アプリケーション Access ファイルを開く Access ファイルを開きます。 

Access ファイル名 起動する Access のファイル名を指定します。 

拡張子が accdb、mdbのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access 終了 Access を終了する 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

マクロ実行 Access アプリケーションのマクロを実行します。 

※マクロ実行の終了は待ちません。 

Access マクロ名 実行するマクロ名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

テーブル Access テーブル選択 指定されたテーブルを選択します。 

テーブル名 操作対象のテーブル名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access テーブルコピー 指定されたテーブルをコピー（複製）します。 

コピー先テーブル名 コピー（複製）されたテーブル名を指定します。 

テーブル名 対象のテーブル名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access テーブル名前変更 指定されたテーブルの名称を変更します。 

変更先テーブル名 変更後のテーブル名を指定します。 

テーブル名 対象のテーブル名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access テーブルエクスポート 指定されたテーブルをファイルにエクスポートします。 

エクスポート名 エクスポート先のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

テーブル名 対象のテーブル名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

クエリー Access クエリー選択 指定されたクエリーを選択します。 

クエリー名 対象のクエリー名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access クエリーエクスポート 指定されたクエリーの結果をファイルにエクスポートします。 

エクスポート名 エクスポート先のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

クエリー名 対象のクエリー名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Access」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

フォーム Access フォーム選択 指定されたフォームを選択します。 

フォーム名 対象のフォーム名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access フォームエクスポート 指定されたフォームをファイルにエクスポートします。 

エクスポート名 エクスポート先のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

フォーム名 対象のフォーム名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

レポート Access レポート選択 指定されたレポートを選択します。 

レポート名 対象のレポート名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Access レポートエクスポート 指定されたレポート名のレポート形式でエクスポート名のファイルにエクスポートする 

エクスポート名 エクスポート先のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

レポート名 対象のレポート名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

共通 アプリ共通オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。※指定がない場合ウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリ共通オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素出現された場合は即時に次のアクション

へ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。※指定がない場合ウィンドウが操作対象となります。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリ共通オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素消去された場合は即時に次のアクション

へ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。※指定がない場合ウィンドウが操作対象となります。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

共通 アプリ共通マウス操作 対象要素上でマウスイベントを発生させます。 

マウス操作位置 対象オブジェクトの左上からの相対位置を X,Y 形式で指定します。※指定がない場合対象要素の中心が操作対象となります。 

マウス操作 マウス操作およびキーを設定します。指定は「マウス操作設定」画面を表示して行います。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。※指定がない場合ウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリ共通名称取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の名称を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。※指定がない場合ウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリ共通フォーカス 対象要素にフォーカスを合わせます。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。※指定がない場合ウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

アプリケーション アプリ起動 アプリケーション/バッチファイルを起動します。 

実行ファイル名 起動するアプリケーションのファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

実行時引数 起動するアプリケーションに渡す引数を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

ウィンドウタイトル アプリケーションが起動された事を確認する為のウィンドウタイトルの名称を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合は起動確認を行いません。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリ文字列送信 アプリケーションに対して文字列をアプリケーションに送信します。 

送信文字列 送信する文字列を設定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリキー送信 キーストロークをアプリケーションに送信します。 

送信キー情報 キーストロークを設定します。指定は「キー操作記録」画面を表示して行います。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ウィンドウ アプリウィンドウ表示位置の再現 画面表示位置の再現/最小化/最大化を行います。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

画面状態 画面の状態をプルダウン形式で「最大化」/「最小化」/「指定位置」から選択します。 

画面座標 画面状態が指定位置の場合の座標を（X,Y）(X,Y)形式で指定します 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

ウィンドウ アプリウィンドウ閉じる ウィンドウを閉じます。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

項目 アプリ項目選択 対象要素の項目の選択を行います。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリ項目展開 対象要素の項目を展開します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク アプリリンククリック 対象要素のクリックを行います。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エディット アプリエディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリエディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の入力値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス アプリチェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

チェックボックス アプリチェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリチェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン アプリラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリラジオボタンクリック 対象要素のクリックを行います。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

アプリ対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「画像マッチング」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

画像マッチング 画像マッチングマウス操作 対象画像上でマウスイベントを発生させます。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

画像マッチング設定 画像/マッチング方法/マウス操作を設定します。指定は「画像マッチング設定」画面を表示して行います。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

画像マッチング有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象画像の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

画像マッチング設定 画像/マッチング方法を設定します。指定は「画像マッチング設定」画面を表示して行います。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

画像マッチング画像が出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象画像が出現されるまで待ちます。対象画像が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

画像マッチング設定 画像/マッチング方法を設定します。指定は「画像マッチング設定」画面を表示して行います。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

画像マッチング画像が消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象画像が消去されるまで待ちます。対象画像が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

アプリケーション名称 操作対象となるアプリケーションを指定します。 

※対象アプリケーション名称は部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなアプリケーションが操作対象となります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

ウィンドウタイトル 操作対象のウィンドウ名を指定します。 

※対象ウィンドウタイトルは部分一致で検索し、指定がない場合アクティブなウィンドウが操作対象となります。 

画像マッチング設定 画像/マッチング方法を設定します。指定は「画像マッチング設定」画面を表示して行います。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Edge」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

URL/ブラウザ操作 EdgeURL表示 指定された URLの Web ページを Edge が起動されていない場合は起動し、起動されていた場合は起動済の Edge に対して

表示します。 

EdgeURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge新規タブで URL表示 指定された URLの Web ページを新規タブで表示します。 

EdgeURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge タブ選択 指定されたタブを選択します。 

Edge タブ番号 選択したいタブの番号（表示された順で 1 からの連番となります）を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge タブを閉じる 現在アクティブになっているタブを閉じます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge 終了 すべてのタブを閉じ Edge を終了します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edgeスクリプトファイル実行 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に JavaScript ファイルを実行して結果を取得します。 

スクリプトファイル名 実行するスクリプトファイル名をフルパスで指定します。 

拡張子が jsのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ スクリプトファイルに渡す引数を設定します。複数の引数がある場合はスペースで区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク Edge リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット Edge エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Edge」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エディット Edge エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge エディット値コピー 対象要素の値をクリップボードにコピーします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge エディット値ペースト クリップボードの内容を対象要素にペーストします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス Edge チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン Edge ラジオボタンチェック 対象要素をクリックします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リスト Edge リスト番号選択 対象要素のリスト項目を番号で選択します。 

Edge リスト番号 選択するリストの行番号を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Edge」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

リスト Edge リスト内容選択 対象要素のリスト項目をリスト内容で選択します。 

Edge リスト内容 選択するリスト内容を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge リスト選択番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目番号を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge リスト選択内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

表示内容 Edge表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

スクロール Edge 横スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge 縦スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge 横スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge 縦スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール値を取得する 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Edge」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スクロール Edge 横スクロール値セット 対象要素の水平方向スクロール位置を移動します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge 縦スクロール値セット 対象要素の垂直方向スクロール位置を移動します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

その他 Edge オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge 右クリックメニュー 対象要素に紐づくコンテクストメニュー（右クリックで表示されるメニュー）を表示します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge フォーカス有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素がフォーカスされているかの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge フォーカスセット 対象要素にフォーカスを合わせます。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

  



  

-22- 

 

「Chrome」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

URL/ブラウザ操作 ChromeURL表示 指定された URLの Web ページを Chrome が起動されていない場合は起動し、起動されていた場合は起動済の Chrome に対

して表示します。 

ChromeURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 新規タブで URL表示 指定された URLの Web ページを新規タブで表示します。 

ChromeURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome タブ選択 指定されたタブを選択します。 

Chrome タブ番号 選択したいタブの番号（表示された順で 1 からの連番となります）を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome タブを閉じる 現在アクティブになっているタブを閉じます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 終了 すべてのタブを閉じ Chrome を終了します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome スクリプトファイル実行 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に JavaScript ファイルを実行して結果を取得します。 

スクリプトファイル名 実行するスクリプトファイル名をフルパスで指定します。 

拡張子が jsのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ スクリプトファイルに渡す引数を設定します。複数の引数がある場合はスペースで区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク Chrome リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット Chromeエディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Chrome」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エディット Chromeエディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chromeエディット値コピー 対象要素の値をクリップボードにコピーします。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chromeエディット値ペースト クリップボードの内容を対象要素にペーストします。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス Chrome チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン Chrome ラジオボタンチェック 対象要素をクリックします。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リスト Chrome リスト番号選択 対象要素のリスト項目を番号で選択します。 

Chrome リスト番号 選択するリストの行番号を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Chrome」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

リスト Chrome リスト内容選択 対象要素のリスト項目をリスト内容で選択します。 

Chrome リスト内容 選択するリスト内容を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome リスト選択番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目番号を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome リスト選択内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

表示内容 Chrome 表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

スクロール Chrome 横スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 縦スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 横スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 縦スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール値を取得する 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Chrome」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スクロール Chrome 横スクロール値セット 対象要素の水平方向スクロール位置を移動します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 縦スクロール値セット 対象要素の垂直方向スクロール位置を移動します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

その他 Chrome オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome 右クリックメニュー 対象要素に紐づくコンテクストメニュー（右クリックで表示されるメニュー）を表示します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome フォーカス有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素がフォーカスされているかの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Chrome フォーカスセット 対象要素にフォーカスを合わせます。 

Chrome 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「IEMode」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

URL/ブラウザ操作 IEModeURL表示 指定された URLの Web ページを IE が起動されていない場合は起動し、起動されていた場合は起動済の IEに対して表示し

ます。 

IEURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 新規タブで URL表示 指定された URLの Web ページを新規タブで表示します。 

IEURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode タブ選択 指定されたタブを選択します。 

IE タブ番号 選択したいタブの番号（表示された順で 1 からの連番となります）を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode タブを閉じる 現在アクティブになっているタブを閉じます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode 終了 すべてのタブを閉じ IE を終了します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode スクリプトファイル実行 JavaScript ファイルを実行します。 

スクリプトファイル名 実行するスクリプトファイル名をフルパスで指定します。 

拡張子が jsのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ スクリプトファイルに渡す引数を設定します。複数の引数がある場合はスペースで区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク IEMode リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

クリック後の応答を待たない チェックボックス形式でチェックされている場合、アクション実行後のナビゲートを待ちません。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット IEMode エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「IEMode」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エディット IEMode IE エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode エディット値コピー 対象要素の値をクリップボードにコピーします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode エディット値ペースト クリップボードの内容を対象要素にペーストします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス IEMode チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン IEMode ラジオボタンチェック 対象要素をクリックします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リスト IEMode リスト番号選択 対象要素のリスト項目を番号で選択します。 

IE リスト番号 選択するリストの行番号を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode リスト内容選択 対象要素のリスト項目をリスト内容で選択します。 

IE リスト内容 選択するリスト内容を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「IEMode」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

リスト IEMode リスト選択番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目番号を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode リスト選択内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

表示内容 IEMode 表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

スクロール IEMode 横スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode 縦スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode 横スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode 縦スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール値を取得する 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode 横スクロール値セット 対象要素の水平方向スクロール位置を移動します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「IEMode」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スクロール IEMode 縦スクロール値セット 対象要素の垂直方向スクロール位置を移動します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

その他 IEMode オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode 右クリックメニュー 対象要素に紐づくコンテクストメニュー（右クリックで表示されるメニュー）を表示します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode フォーカス有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素がフォーカスされているかの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IEMode フォーカスセット 対象要素にフォーカスを合わせます。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Curl」パネル（ProActiveソリューション） 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

共通 Curl 共通オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl 共通オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl 共通オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl 共通マウス操作 対象要素上でマウスイベントを発生させます。 

マウス操作位置 対象オブジェクトの左上からの相対位置を X,Y 形式で指定します。※指定がない場合対象要素の中心が操作対象となります。 

マウス操作 マウス操作およびキーを設定します。指定は「マウス操作設定」画面を表示して行います。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl 共通フォーカス 対象要素にフォーカスを合わせます。 

Curl 対象要素 操作対象要素を指定する 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク/メニュー Curl リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット/スピン Curl エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の入力値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Curl」パネル（ProActiveソリューション） 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

チェックボックス Curl チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（ON/OFF）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン Curl ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（ON/OFF）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl ラジオボタンクリック 対象要素のクリックを行います。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

コンボ/リスト/タブ Curl リスト値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の選択している項目値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl リスト項目選択 対象要素の項目を選択します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ツリー Curl ツリー項目選択 対象要素の項目をします。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl ツリー項目展開 対象要素の項目を展開します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Curl」パネル（ProActiveソリューション） 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

グリッド Curl グリッド値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の行番号、列番号で指定されたセルの値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

Curl グリッド行番号 セルの行番号を指定します。 

Curl グリッド列番号 セルの列番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl グリッド値セット 対象要素の行番号、列番号で指定されたセルに値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

Curl グリッド行番号 セルの行番号を指定します。 

Curl グリッド列番号 セルの列番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl グリッドセル選択 対象要素の行番号、列番号で指定されたセルに移動します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

Curl グリッド行番号 セルの行番号を指定します。 

Curl グリッド列番号 セルの列番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl グリッド行選択 対象要素の行番号で指定された行を選択します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

Curl グリッド行番号 セルの行番号を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Curl グリッド行数取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の行数を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

メニュー Curl メニュー選択 対象要素の設定値で指定されたメニューを選択します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「Curl」パネル（ProActiveソリューション） 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スライダー Cur スライダー値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Cur スライダー値セット 対象要素の値を設定します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Cur スライダー最大値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Curl 対象要素 操作対象の要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「SAP GUI」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

共通 SAP GUI 共通オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI 共通オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI 共通オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI 共通マウス操作 対象要素上でマウスイベントを発生させます。 

マウス操作位置 対象オブジェクトの左上からの相対位置を X,Y 形式で指定します。※指定がない場合対象要素の中心が操作対象となります。 

マウス操作 マウス操作およびキーを設定します。指定は「マウス操作設定」画面を表示して行います。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI 共通フォーカス 対象要素にフォーカスを合わせます。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI 共通表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI メニュー選択 対象要素のメニュー項目の選択動作を行います。 

SAP メニュー項目 選択するメニューを数字で指定します。メインメニューとサブメニューカンマは,(カンマ)で区切ります。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI 入力値選択画面表示 フォーカスのある入力ヘルプ画面を表示します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「SAP GUI」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

共通 SAP GUI ステータスバー表示内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にステータスバーの表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得した値をセットする変数名を指定する 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ボタン SAP GUI ボタンクリック 対象要素のクリックを行います。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット SAP GUI エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

SAP対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の入力値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス SAP GUI チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI チェックボックス非チェック  対象要素をチェック非状態にします。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン SAP GUI ラジオボタン値取得 得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI ラジオボタンクリック 対象要素のクリックを行います。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「SAP GUI」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

コンボ SAP GUI コンボ項目選択 対象要素の項目の選択を行います。 

設定値 セットする値を設定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ツリー SAP GUI ツリー項目選択 対象要素の項目の選択を行います。 

設定値 セットする値を設定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

タブ SAP GUI タブ選択 対象要素の項目の選択を行います。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

グリッド SAP GUI グリッドセル値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の行番号、列名で指定されたセルの値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP グリッド行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

SAP グリッド列名 セルの列名称を指定する 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI グリッドセル値セット 対象要素の行番号、列名で指定されたセルに値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP グリッド行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

SAP グリッド列名 セルの列名称を指定する 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI グリッドセル選択 対象要素の行番号、列名で指定されたセルに移動します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP グリッド行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

SAP グリッド列名 セルの列名称を指定する 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI グリッド行数取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の行数を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「SAP GUI」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

グリッド SAP GUI グリッド行選択 対象要素の行番号で指定された行を選択します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP グリッド行番号 セルの行番号を指定します。複数の行を選択する場合は,(カンマ)で区切ります。また、指定が無い場合は全行を選択します。 

※行番号は 0 から開始します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

テーブル SAP GUI テーブルセル値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の行番号、列番号で指定されたセルの値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP テーブル行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

SAP テーブル列番号 セルの列番号を指定します。※列番号は 0 から開始します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI テーブルセル値セット 対象要素の行番号、列番号で指定されたセルに値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP テーブル行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

SAP テーブル列番号 セルの列番号を指定します。※列番号は 0 から開始します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI テーブルセル選択 対象要素の行番号、列番号で指定されたセルに移動します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP テーブル行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

SAP テーブル列番号 セルの列番号を指定します。※列番号は 0 から開始します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI テーブル行数取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の行数を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI テーブル行選択 対象要素の行番号で指定された行を選択します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

SAP テーブル行番号 セルの行番号を指定します。※行番号は 0 から開始します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

SAP GUI テーブル全データ取得 取得先変数名で指定された変数に対象要素の値をタブと改行コードで区切られた形式にして取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

SAP 対象要素 操作対象要素を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

アプリケーション アプリケーション起動 アプリケーションやバッチファイルを起動します。 

アプリケーション情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のアプリケーション情報です。 

実行時引数 起動するアプリケーションに渡す引数を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

実行ファイル名 起動するアプリケーションのファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーション終了 アプリケーションを終了します。 

アプリケーション情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のアプリケーション情報を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーション画面表示位置 画面表示位置/最大化/最小化を再現します。 

ウィンドウ情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のウィンドウ情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーションキーストローク送信 キーストロークをアプリケーションに送信します。 

送信キー情報 キーストロークを設定します。指定は「キー操作記録」画面を表示して行います。 

アプリケーション情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のアプリケーション情報を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーション文字列送信 文字列をアプリケーションに送信します。 

送信文字列 送信する文字列を設定します。 

アプリケーション情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のアプリケーション情報を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーションマウス左クリック コントロール情報の要素にマウス左クリックを行います。 

マウス位置情報 互換-アプリケーション制御画面から登録されるクリックする座標位置です。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーションマウス右クリック コントロール情報の要素にマウス右クリックを行います。 

マウス位置情報 互換-アプリケーション制御画面から登録されるクリックする座標位置です。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ボタン アプリケーションボタンクリック コントロール情報の要素をクリックします。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェック/ラジオ アプリケーションチェック/ラジオクリック コントロール情報の要素をクリックします。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）アプリケーション」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

チェック/ラジオ アプリケーションチェック/ラジオ値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にコントロール情報のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット アプリケーションエディット値セット コントロール情報の要素に値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーションエディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にコントロール情報の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーションエディット値コピー コントロール情報の要素の値をクリップボードにコピーします。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

アプリケーションエディット値ペースト クリップボードの内容をコントロール情報の要素にペーストします。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

その他 オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にコントロール情報の要素の有無状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

コントロール情報 互換-アプリケーション制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）Web」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

URL WebURL表示 指定された URLの Web ページを内部ブラウザが起動されていない場合は起動し、起動されていた場合は起動済の内部ブラ

ウザに対して表示します。 

WebURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク Web リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット Web エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

Web 対象要素 互換-Web制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web エディット値コピー 対象要素の値をクリップボードにコピーします。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web エディット値ペースト クリップボードの内容を対象要素にペーストします。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス Web チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Web対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン Web ラジオボタンチェック 対象要素をクリックします。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）Web」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

ラジオボタン Web ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リスト Web リスト番号選択 対象要素のリスト項目を番号で選択します。 

Web リスト番号 選択するリストの行番号を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web リスト内容選択 対象要素のリスト項目をリスト内容で選択します。 

選択リスト内容 選択するリスト内容を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web リスト選択番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目番号を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Web リスト選択内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

表示内容 Web 表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Web 対象要素 互換-Web 制御画面から登録される操作対象のコントロール情報です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）InternetExplorer」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

URL/ブラウザ操作 IEURL表示 指定された URLの Web ページを IE が起動されていない場合は起動し、起動されていた場合は起動済の IEに対して表示し

ます。 

IEURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 新規タブで URL表示 指定された URLの Web ページを新規タブで表示します。 

IEURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE タブ選択 指定されたタブを選択します。 

IE タブ番号 選択したいタブの番号（表示された順で 1 からの連番となります）を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE タブを閉じる 現在アクティブになっているタブを閉じます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 終了 すべてのタブを閉じ IE を終了します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE スクリプトファイル実行 JavaScript ファイルを実行します。 

スクリプトファイル名 実行するスクリプトファイル名をフルパスで指定します。 

拡張子が jsのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ スクリプトファイルに渡す引数を設定します。複数の引数がある場合はスペースで区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク IE リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

クリック後の応答を待たない チェックボックス形式でチェックされている場合、アクション実行後のナビゲートを待ちません。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット IE エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）InternetExplorer」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エディット IE エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE エディット値コピー 対象要素の値をクリップボードにコピーします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE エディット値ペースト クリップボードの内容を対象要素にペーストします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス IE チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン IE ラジオボタンチェック 対象要素をクリックします。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（チェック=”1”/非チェック=”0”）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リスト IE リスト番号選択 対象要素のリスト項目を番号で選択します。 

IE リスト番号 選択するリストの行番号を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE リスト内容選択 対象要素のリスト項目をリスト内容で選択します。 

IE リスト内容 選択するリスト内容を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）InternetExplorer」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

リスト IE リスト選択番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目番号を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE リスト選択内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

表示内容 IE 表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

スクロール IE 横スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 縦スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 横スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 縦スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール値を取得する 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 横スクロール値セット 対象要素の水平方向スクロール位置を移動します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）InternetExplorer」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スクロール IE 縦スクロール値セット 対象要素の垂直方向スクロール位置を移動します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

その他 IE オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE 右クリックメニュー 対象要素に紐づくコンテクストメニュー（右クリックで表示されるメニュー）を表示します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE フォーカス有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素がフォーカスされているかの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

IE フォーカスセット 対象要素にフォーカスを合わせます。 

IE 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）Edge(IE)」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

URL/ブラウザ操作 Edge(IE)URL表示 指定された URLの Web ページを Edge が起動されていない場合は起動し、起動されていた場合は起動済の Edge に対して

表示します。 

EdgeURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)新規タブで URL表示 指定された URLの Web ページを新規タブで表示します。 

EdgeURL 表示対象のＵＲＬを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)タブ選択 指定されたタブを選択します。 

Edge タブ番号 選択したいタブの番号（表示された順で 1 からの連番となります）を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)タブを閉じる 現在アクティブになっているタブを閉じます。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)終了 すべてのタブを閉じ Edge を終了します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)スクリプトファイル実行 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に JavaScript ファイルを実行して結果を取得します。 

スクリプトファイル名 実行するスクリプトファイル名をフルパスで指定します。 

拡張子が jsのファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ スクリプトファイルに渡す引数を設定します。複数の引数がある場合はスペースで区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。またファイル中に空白がある場合は"( ダブルクォート)で囲まれます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リンク Edge(IE)リンククリック 対象要素のクリックを行います。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エディット Edge(IE)エディット値セット 対象要素に値をセットします。 

設定方法 プルダウン形式で設定方法を「通常の値セット」、「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」から選択します。 

「文字列送信使用」、「文字列送信使用(Ctrl+A 付)」を選択時に「設定値」が空白の場合、「Delete」キーを送信します。 

設定値 セットする値を設定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 



  

-47- 

 

「（互換）Edge(IE)」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エディット Edge(IE)エディット値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)エディット値コピー 対象要素の値をクリップボードにコピーします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)エディット値ペースト クリップボードの内容を対象要素にペーストします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

チェックボックス Edge(IE)チェックボックスチェック 対象要素をチェック状態にします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)チェックボックス非チェック 対象要素を非チェック状態にします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)チェックボックス値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ラジオボタン Edge(IE)ラジオボタンチェック 対象要素をクリックします。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)ラジオボタン値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素のチェック状態（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

リスト Edge(IE)リスト番号選択 対象要素のリスト項目を番号で選択します。 

Edge リスト番号 選択するリストの行番号を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）Edge(IE)」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

リスト Edge(IE)リスト内容選択 対象要素のリスト項目をリスト内容で選択します。 

Edge リスト内容 選択するリスト内容を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)リスト選択番号取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目番号を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)リスト選択内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の項目内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

表示内容 Edge(IE)表示内容値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の表示内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

スクロール Edge(IE)横スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)縦スクロール幅取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール可能最大値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)横スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の水平方向スクロール値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)縦スクロール量取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の垂直方向スクロール値を取得する 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「（互換）Edge(IE)」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スクロール Edge(IE)横スクロール値セット 対象要素の水平方向スクロール位置を移動します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)縦スクロール値セット 対象要素の垂直方向スクロール位置を移動します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

設定値 セットする値を設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

その他 Edge(IE)オブジェクト有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素の有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)オブジェクトが出るまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が出現されるまで待ちます。対象要素が出現された場合は即時に次のアク

ションへ遷移し、出現されなければエラーとなります。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)オブジェクトが消えるまで待つ 最長確認時間(秒)で指定された間、対象要素が消去されるまで待ちます。対象要素が消去された場合は即時に次のアクショ

ンへ遷移し、消去されなければエラーとなります。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

最長確認時間(秒) 対象要素を確認する最大時間を秒で指定します。。※指定がない場合即時判定となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)右クリックメニュー 対象要素に紐づくコンテクストメニュー（右クリックで表示されるメニュー）を表示します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)フォーカス有無判定 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象要素がフォーカスされているかの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Edge(IE)フォーカスセット 対象要素にフォーカスを合わせます。 

Edge 対象要素 操作対象の要素を指定します。要素は Xpath 形式での指定が可能です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「ファイル/フォルダ」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

フォルダ フォルダ新規作成 フォルダを新規に作成します。 

対象フォルダ名 作成するフォルダ名称をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フォルダ名前変更(移動) フォルダ名のパスを変更（移動）します。 ※移動先のフォルダが存在しない場合にはフォルダが作成されます。 

変更フォルダ名 変更後のフォルダ名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

対象フォルダ名 対象のフォルダ名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フォルダコピー フォルダ（配下のファイル/フォルダを含む）をコピーします。 

コピー先フォルダ名 コピー先のフォルダ名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

対象フォルダ名 対象のフォルダ名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フォルダ存在チェック 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象フォルダの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象フォルダ名 対象のフォルダ名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フォルダ名前検索 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に検索対象フォルダ名と一致するフォルダ名を繰返し検索して取得し、配下に登

録されているアクションを実行します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

検索対象フォルダ名 検索対象のフォルダ名を指定します。※フォルダ名にはワイルドカード文字(‘*’,’’?’)が指定可能です。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フォルダ名一覧取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に検索対象フォルダ名と一致するフォルダ名の一覧を検索して取得ます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

検索対象フォルダ名 取得元のフルパス名を指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「ファイル/フォルダ」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

フォルダ フルパスからフォルダ名取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にフルパスのファイル名からフォルダ名のみにして取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象フルパス名 取得元のフルパス名を指定します。 

ドラッグされたファイルをフォルダパスのみにしてセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

シナリオファイルのフォルダパス取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にシナリオファイルのフルパスからフォルダ名のみを取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ファイル ファイル名前変更(移動) ファイル名を変更またはファイルを移動します。 

変更ファイル名 変更後のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

対象ファイル名 対象のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ファイルコピー ファイルをコピーします。 

コピー先ファイル名 コピー先のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

対象ファイル名 対象のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ファイル存在チェック 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象ファイルの有無（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象ファイル名 対象のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ファイル名前検索 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に検索対象ファイル名と一致するファイル名を繰返し検索して取得し、配下に登

録されているアクションを実行します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

検索対象ファイル名 検索対象のファイル名を指定します。※ファイル名にはワイルドカード文字(‘*’,’’?’)が指定可能です。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ファイル名前一覧取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に検索対象ファイル名と一致するファイル名の一覧を検索して取得ます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

検索対象ファイル名 検索対象のファイル名を指定します。※ファイル名にはワイルドカード文字(‘*’,’’?’)が指定可能です。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「ファイル/フォルダ」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

ファイル フルパスから拡張子付ファイル名取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象フルパス名から拡張子付ファイル名を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象フルパス名 取得元のフルパス名を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フルパスから拡張子無ファイル名取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象フルパス名から拡張子なしファイル名を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

フルパス名 取得元のフルパス名を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

フルパスから拡張子取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に対象フルパス名からファイルの拡張子を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象フルパス名 取得元のフルパス名を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

シナリオファイルのファイル名取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にシナリオファイルのフルパスからファイル名のみを取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

テキストファイル読込 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にテキストファイルの内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象ファイル名 対象のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

文字コード プルダウン形式でファイルの文字コードを「S-JIS（ANSI）」、「UTF-8 (BOM 無)」、「UTF-8(BOM 付)」、「UTF-16 LE」、「UTF-16 BE」

から選択します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

テキストファイル書込 書込文字列で指定された文字列を改行コード付きでファイルに書込みます。 

対象ファイル名 対象のファイル名をフルパスで指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

文字コード プルダウン形式でファイルの文字コードを「S-JIS（ANSI）」、「UTF-8 (BOM 無)」、「UTF-8(BOM 付)」、「UTF-16 LE」、「UTF-16 BE」

から選択します。 

書込文字列 書込む文字列を指定します。 

追記 チェックボックス形式でチェックされている場合、ファイルの最後に書込文字列を追記し、チェックされていない場合、ファイルを新規

に作成し書込文字列を出力します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「フロー制御」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

繰返し/分岐/終了 繰返し 繰返し条件の式の結果が Trueの間、繰り返して配下に登録されているアクションを実行します。 

繰返し条件 演算結果が True または False となる演算式を指定します。 

例） 10<50 、 "MinoRobo" = "Minori" 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

条件分岐 分岐条件の式の結果が Trueの場合は一致配下、Ｆａｌｓｅの場合は不一致配下に登録されているアクションを実行します。 

分岐条件 演算結果が True または False となる演算式を指定します。 

例） 10<50 、 "MinoRobo" = "Minori" 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

条件一致 分岐条件の式の結果が Trueの場合は配下に登録されているアクションを実行します。 

分岐条件 演算結果が True または False となる演算式を指定します。 

例） 10<50 、 "MinoRobo" = "Minori" 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

繰返しを抜ける 繰返しのアクション（フォルダ名前検索/ファイル名前検索/繰返し）配下を抜けて次のアクションに移動します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

次の繰返し条件 以降の繰返しのアクション（フォルダ名前検索/ファイル名前検索/繰返し）配下の処理をやめ、繰返しのアクションに移動しま

す。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

シナリオ終了 シナリオの実行を終了します。 

終了コード 設定されたリターンコードを返します。設定されていない場合 0 を返します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エラー制御 エラー分岐 エラー無配下に登録されているアクションを実行し、アクションの実行時エラーが発生した場合は処理をやめ、エラー有配下

のアクションに移動します。 

分岐条件 演算結果が True または False となる演算式を指定します。 

例） 10<50 、 "MinoRobo" = "Minori" 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エラー可能性処理 配下に登録されているアクションを実行し、アクションの実行時エラーが発生した場合は配下の処理を抜けて次のアクション

に移動します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エラー発生時処理 以降のアクションで実行時にエラーが発生した場合、配下に登録されているアクションを実行します。 

エラー処理を実行後、エラー発生 チェックボックス形式でチェックされている場合、エラー有の配下に登録されているアクション実行後に、エラーが発生した 

アクションの次アクションに遷移 次のアクションに遷移します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エラーアクション名取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にエラーが発生したアクションの名称を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 



  

-54- 

 

 

「フロー制御」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

エラー制御 エラー内容取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にエラー発生の内容を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

エラー情報クリア エラーアクション名取得/エラー内容取得アクションで取得できる内容をクリアします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ユーザエラー 任意でエラーを発生させます。 

エラー内容 エラー発生内容を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

コメント/グループ コメント コメントを記載するアクションで何も処理はしません。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

グループ 配下にアクションを登録することが可能なアクションで何も処理はしません。 

配下のアクションを実行しない チェックボックス形式でチェックされている場合、配下のアクションの実行をしません。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

文字列操作 文字列置換 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列中に含まれる置換前文字列を置換後文字列にして取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

置換前文字列 置換される文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

置換後文字列 置換後の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

文字列結合 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に結合文字列 1～5を順に結合して取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

結合文字列 1 結合する 1 番目の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

結合文字列 2 結合する 2 番目の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

結合文字列 3 結合する 3 番目の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

結合文字列 4 結合する 4 番目の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

結合文字列 5 結合する 5 番目の文字列を指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

文字列切出(指定位置) 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列中の範囲の文字列を切り出して取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

切出開始位置 切り出しを開始する位置を指定します。1 文字目は「1」となり指定がない場合は１文字目から切り出しが開始されます。 

切出文字数 切り出し開始位置から切り出す文字数を指定します。 指定がない場合は切り出し開始位置から文字列の最後までを切り出します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

文字列切出(左から) 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列の左端から切り出して取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

切出文字数 切り出す文字数を指定します。指定がない場合は文字列の最後までを切り出します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

文字列操作 文字列切出(右から) 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列の右端から切り出して取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

切出文字数 切り出す文字数を指定します。指定がない場合は文字列の先頭までを切り出します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

文字列位置検索 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列中に文字列を検索して見つかった先頭の位置を取得します。※見つか

らなかった場合は 0 となります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

検索文字列 検索対象の文字列を指定します。※改行や TAB 等はユーザ定義変数に文字コード入れて検索します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

検索開始位置 検索の開始位置を指定します。1 文字目は「1」となり指定がない場合は１文字目から 1 文字目から検索します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

文字数取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列の文字数を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

文字列変換 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に「変換方法」で変換した文字列を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

変換方法 プルダウン形式で変換方法を「全角→半角」、「半角→全角」、「大文字→小文字」、「小文字→大文字」、「ひらがな→カタカナ」、「カ

タカナ→ひらがな」から選択します 

※「大文字→小文字」「小文字→大文字」「ひらがな→カタカナ」「カタカナ→ひらがな」は全角/半角にかかわらず変換されます。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

正規表現パターン一致 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に文字列が文字列パターンと一致/不一致（True/False）を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象文字列 操作対象の文字列を指定します。  

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

文字列パターン 正規表現で文字列のパターンを入力します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

日付/時刻操作 現在日付取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に現在の日付を「yyyy/mm/dd」形式で取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

現在時刻取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に現現在の時刻を「hh:mm:ss」形式で取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

日数算出 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に日付と日付の間隔を「日数算出単位」（端数が切り捨てられた整数）で算出し

て取得します。 例）算出結果が 7.5 週だった場合、取得先変数は 7 となります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

日数算出単位 プルダウン形式で算出単位を「日」、「週」、「月」、「年」から選択します。 

開始日付 日数を算出する範囲の開始日付を「yyyymmdd」/「yyyy/mm/dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy 年 mm 月 dd日」の形式で指

定します。 

終了日付 日数を算出する範囲の終了日付を「yyyymmdd」/「yyyy/mm/dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy 年 mm 月 dd日」の形式で指

定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

時間算出 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に時刻と時刻の間隔を「時間算出単位」（端数が切り捨てられた整数）で算出し

て取得します。 例）算出結果が 7.5 時間だった場合、取得先変数は 7 となります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

時間算出単位 プルダウン形式で算出単位を「時」、「分」、「秒」から選択します。 

開始時刻 時間を算出する範囲の開始時刻を「hhmmss」/「hh:mm:ss」/「hh.mm.ss」/「hh-mm-ss」の形式で指定します。 

終了時刻 時間を算出する範囲の終了時刻を「hhmmss」/「hh:mm:ss」/「hh.mm.ss」/「hh-mm-ss」の形式で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

日付演算 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に年月日に対して年/月/日の加減算をした結果を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象年月日 対象の日付を「yyyymmdd」/「yyyy/mm/dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy 年 mm 月 dd日」の形式で指定します。 

加減算年数 加減算する年数を指定します。※減算の場合はマイナス付数字で指定します。 

加減算月数 加減算する月数を指定します。※減算の場合はマイナス付数字で指定します。 

加減算日数 加減算する日数を指定します。※減算の場合はマイナス付数字で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

時刻演算 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に時刻に対して時/分/秒の加減算をした結果を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象時刻 対象の時刻を「hhmmss」/「hh:mm:ss」/「hh.mm.ss」/「hh-mm-ss」の形式で指定します。 

加減算時数 加減算する時数を指定します。※減算の場合はマイナス付数字で指定します。 

加減算分数 加減算する分数を指定します。※減算の場合はマイナス付数字で指定します。 

加減算秒数 加減算する秒数を指定します。※減算の場合はマイナス付数字で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

日付/時刻操作 西暦→和暦変換 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に西暦から和暦（元号＋e/mm/dd 形式）に変換した年月日を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

元号 プルダウン形式で元号の形式を「漢字」、「アルファベット」から選択します。 

対象年月日 対象の日付を「yyyymmdd」/「yyyy/mm/dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy 年 mm 月 dd日」の形式で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

和暦→西暦変換 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に和暦から西暦(yyyy/mm/dd形式)に変換した年月日を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象年月日 対象の日付を元号(半角英数または漢字 2 文字の元号)＋「ee 年 mm 月 dd日」/「ee/mm/dd」/「ee-mm-dd」/「ee.mm.dd」の形式で

指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

月末日取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に年月日の月末日 (yyyy/mm/dd 形式) を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象年月日 対象の日付を「yyyymmdd」/「yyyy/mm/dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy 年 mm 月 dd日」の形式で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

曜日取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に年月日の曜日を月/火/水/木/金/土/日で取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

対象年月日 対象の日付を「yyyymmdd」/「yyyy/mm/dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy.mm.dd」/「yyyy 年 mm 月 dd日」の形式で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

クリップボード 値セット クリップボードに値をセットします。 

設定値 セットする値を設定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

値取得 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にクリップボードの値を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

スクリプト/サブシナリオ/その他 スクリプトファイル実行 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に VBスクリプトファイルの実行結果を取得します。 

スクリプトファイル名 対象のファイル名を指定します。 

拡張子が vbs のファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ スクリプトファイルの実行パラメータをスペース区切りで記述します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

取得先変数名 関数の戻り値を格納する変数名を指定します。  

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

スクリプト/サブシナリオ/その他 スクリプト関数実行  取得先変数名で指定されたユーザ定義変数にスクリプトファイルの関数実行結果を取得します。 

スクリプトファイル名 対象のファイル名を指定します。 

拡張子が vbs のファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行関数名 実行する関数名を指定します。 

実行パラメータ 実行する関数のパラメータをスペース区切りで記述します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

サブシナリオ実行 別シナリオを実行します。 

シナリオファイル名 対象のファイル名を指定します。 

拡張子が mrpa のファイルをドラッグ対象としフルパスをセットします。 

実行パラメータ サブシナリオ実行パラメータ設定画面で実行するシナリオ内で使用されているユーザ定義変数の「初期値（設定値）」、「戻り値（取

得先変数名）」を指定します。※実行するシナリオの初期値は全てここで設定された値となります。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

変数演算 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に式の実行した結果を取得します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

式 スクリプト形式で式を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ダイアログ メッセージダイアログ メッセージ付きダイアログボックスを表示し、ユーザが「OK」ボタンを押下するまでシナリオの実行を待ちます。 

表示メッセージ 表示するメッセージを指定します。ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

値選択ダイアログ 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に、選択されたリスト内容を取得します。メッセージと選択リスト付ダイアログを

表示し、ユーザが「OK」または「キャンセル」ボタンを押下するまでシナリオの実行を待ちます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

表示メッセージ 表示するメッセージを指定します。ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

選択リスト 選択リストに表示する内容をスペース区切りで指定します。ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

例） リスト項目 1 [スペース]リスト項目 2 リスト項目 3 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

値入力ダイアログ 取得先変数名で指定されたユーザ定義変数に、入力されたリスト内容を取得します。メッセージと入力ボックス付ダイアログ

を表示し、ユーザが値を入力して「OK」、または「キャンセル」ボタンを押下するまでシナリオの実行を待ちます。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

表示メッセージ 表示するメッセージを指定します。ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

メール メール送信 メールを送信します。 

サーバー名 送信メールサーバーを指定します。 

ポート番号 送信メールサーバーのポート番号を指定します。 

ログオンユーザ名 送信メールサーバーへログオンするユーザ名を指定します。 

ログオンパスワード 送信メールサーバーへログオン時のパスワードを指定します。 

発信元メールアドレス 発信元のメールアドレスを指定します。 

To 送信先メールアドレスを指定します。複数のアドレスがある場合は,(カンマ)で区切ります。 

Cc 送信先 CC メールアドレスを指定します。複数のアドレスがある場合は,(カンマ)で区切ります。 

Bｃc 送信先 BCC メールアドレスを指定します。複数のアドレスがある場合は,(カンマ)で区切ります。 

件名 送信メールの件名を指定します。 

添付ファイル 送信メールに添付するファイルをフルパスで指定します。複数のファイルがある場合は,(カンマ)で区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

本文 メールの本文（テキスト形式）を指定します。 

証明書ファイル メールサーバーの認証時に指定されたルート証明書を使用するかを指定します。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Outlook メール送信 Outlook アプリケーション経由でメールを送信/下書き保存します。 

To 送信先メールアドレスを指定します。複数のアドレスがある場合は;(セミコロン)で区切ります。 

Cc 送信先 CC メールアドレスを指定します。複数のアドレスがある場合は;(セミコロン)で区切ります。 

Bｃc 送信先 BCC メールアドレスを指定します。複数のアドレスがある場合は;(セミコロン)で区切ります。 

件名 送信メールの件名を指定します。 

添付ファイル 送信メールに添付するファイルをフルパスで指定します。複数のファイルがある場合は,(カンマ)で区切ります。 

ドラッグされたファイルをフルパスでセットします。 

本文 メールの本文（テキスト形式）を指定します。 

下書保存する チェックボックス形式でチェックされている場合、メールを送信せずに下書きに保存します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

ODBC ODBCデータ取得 ODBC経由で SQL コマンドを実行し、データを取得します。 

※取得するデータは各項目をタブ区切り、レコードを改行コードで区切ります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

ODBC データソース プルダウン形式で ODBC 接続接続先のデータソースを選択します。 

接続ユーザ ID 接続時のユーザ ID を指定します。 

接続パスワード 接続時のパスワードを指定します。 

接続オプション 接続時の接続条件がある場合に指定します。 

項目名を含める チェックボックス形式でチェックされている場合、データ項目名も含めてデータを取得します。 

実行 SQL データを取得するための SQL 文を指定します。 

※実行 SQL パラメータ内で使用するユーザ定義変数の値はスペース/セミコロンを含んだ値は許可されません。 

 （エラーとなる例１） 10 or Age>0 

 （エラーとなる例２） 10; truncate table ShainMaster 

※実行 SQL パラメータ内で使用するユーザ定義変数の値でスペース/セミコロンを含む文字列を指定する場合は両端をシングルク

ォートで括りますが、文字列を複数指定することはできません。 

 （実行できる例）  'SCSK Minori;' 

 （エラーとなる例） 'SCSK’or Name = ‘Minori' 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

ODBC コマンド実行 ODBC接続で SQL コマンドを実行し、データベースを操作します。 

ODBC データソース プルダウン形式で ODBC 接続接続先のデータソースを選択します。 

接続ユーザ ID 接続時のユーザ ID を指定します。 

接続パスワード 接続時のパスワードを指定します。 

接続オプション 接続時の接続条件がある場合に指定します。 

実行 SQL データベースを操作する SQL 文を指定します。 

※実行 SQL パラメータ内で使用するユーザ定義変数の値はスペース/セミコロンを含んだ値は許可されません。 

 （エラーとなる例１） 10 or Age>0 

 （エラーとなる例２） 10; truncate table ShainMaster 

※実行 SQL パラメータ内で使用するユーザ定義変数の値でスペース/セミコロンを含む文字列を指定する場合は両端をシングルク

ォートで括りますが、文字列を複数指定することはできません。 

 （実行できる例）  'SCSK Minori;' 

 （エラーとなる例） 'SCSK’or Name = ‘Minori' 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

配列変数 行数取得 配列の形で取得した変数内データの行数を取得します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

 ※変数内が空の場合はエラーとなります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

行データ取得 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで指定した行の 1行分のデータを取得します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

行 データを取得したい行を数値で指定します。 

 ※操作対象配列の最大行を超える行は指定不可です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

行データ追加 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで設定した 1行分のデータを最下行に追加します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

設定値 追加したい 1 行分のデータをタブ区切りで設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

行データ削除 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで指定した 1行分のデータを削除します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

行 削除したいデータがある行を数値で指定します。 

 ※操作対象配列の最大行を超える行は指定不可です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

列数取得 配列の形で取得した変数内データの列数を取得します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

 ※変数内が空の場合はエラーとなります。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

列データ取得 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで指定した行の 1列分のデータを取得します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

列 データを取得したい列を数値で指定します。 

 ※操作対象配列の最大列を超える列は指定不可です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

列データ追加 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで設定した 1列分のデータを最右列に追加します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

設定値 追加したい 1 列分のデータをタブ区切りで設定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 
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「その他」パネル 

カテゴリ アクション/パラメータ名 説明 

配列変数 列データ削除 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで指定した 1列分のデータを削除します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

列 削除したいデータがある列を数値で指定します。 

 ※操作対象配列の最大列を超える列は指定不可です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

データ取得（行・列指定） 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで指定した 1データを取得します。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

取得先変数名 取得値をセットするユーザ定義変数名を指定します。 

行 取得したいデータがある行を数値で指定します。 

 ※操作対象配列の最大行を超える行は指定不可です。 

列 取得したいデータがある列を数値で指定します。 

 ※操作対象配列の最大列を超える列は指定不可です。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

データ値セット（行・列指定） 配列の形で取得した変数内データに対して、パラメータで設定した 1データを行・列で指定した箇所にセットします。 

操作対象配列 操作対象となる配列が格納された変数を指定します。 

 ※変数内が空の場合でもセット可能です。 

設定値 セットしたいデータを設定します。 

行 パラメータで設定したデータをセットする行を数値で指定します。 

列 パラメータで設定したデータをセットする列を数値で指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

Manager 連携 導入前コスト情報 Manager 側で MinoRobo 導入前の情報を表示できるよう情報を送信します。 

※Manager ライセンスでない場合は表示されません。 

導入前時間 シナリオ導入前に掛かっていた作業時間（目安）を指定します。 

導入前費用（コスト） シナリオ導入前に掛かっていた作業費用（目安）を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 

任意集計設定 Manager 側でユーザ指定の集計情報を表示できるよう情報を送信します。 

※Manager ライセンスでない場合は表示されません。 

集計番号 1～5 の番号を指定します。指定した番号単位で「集計値」に指定した値の合計を Manager 側で算出します。 

集計名称 集計時の名称を指定します。 

集計値 集計する値を指定します。 

待ち時間 アクションを実行する前の待ち時間を時分秒で指定します。 


